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2023年９月期通期業績予想の開示に関するお知らせ 

 

当社は、2023年９月期通期（2022年10月１日～2023年９月30日）の業績予想が公表できる段階とな

りましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．2023年９月期通期の業績予想（2022年10月１日～2023年９月30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

2022 年９月期通期実績（Ａ） 2,791 △60 △60 △94 △6.67 

発 表 予 想（Ｂ） 2,672 △85 △81 △32 △2.32 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △119 △24 △20 61 4.35 

増 減 率（ ％ ） △4.3 － － － － 

 

  



２．通期業績予想の開示理由 

業績予想につきましては、天候等の外部変動要因による影響が大きく、予測が困難なため通期業績

予想の開示は行っておりませんでしたが、現時点における入手可能な情報や予測に基づき、業績予想

の開示が可能と判断いたしました。 

当社売上の約90％程度を占める主要事業である小売事業において、商品につきましては、買いやす

い価格帯に設定した新商品開発や既存商品の規格見直しを強化し、顧客数の確保と売上高の拡大に取

り組んでまいりました。 

店舗におきましては、引き続き開店時間から12時までの時間帯に「朝市」を開催し、購買意欲の高

い顧客層の来店頻度の向上を図りつつ、更なる顧客数確保のため店頭商品の大幅な見直しを行ってま

いりました。 

この結果、１店舗平均の顧客数は前事業年度比約109％、顧客単価は前事業年度並みとなり、売上

高は閉店店舗の影響等により前事業年度比4.3％減となる見込みですが、１店舗平均の売上高は約

109％となる見込みです。 

利益面につきましては、仕入価格の上昇による売上総利益率の低下や人件費の上昇等により、営業

損失は85百万円（前事業年度は営業損失60百万円）、特別利益として水海道工場を売却したことによ

る固定資産売却益82百万円、特別損失として減損損失４百万円及び店舗閉店損失７百万円等を計上し

た結果、当期純損失は32百万円（前事業年度は当期純損失94百万円）となる見込みであります。 

以 上 


